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Summary 

The physio1ogica1 and emotional effects of working with p1ants were studied. Hea1thy 119 students (52 

males and 67 fema1es， mean age =21) were assigned to one of three groups: filling pots with soi1 (con・
tro1)， transp1anting non-flowering pansy p1ants (NF-P)， or transp1anting flowering pl組 ts(Fヂ').Each sub-

ject did the activity for 10 minutes. Brain waves and e1ectromyogram (EMG) attached to出esubjects 

forehead， eye blink rates， and Profile of Mood States (POMS) were measured before and after the activity. 

The ratio of alpha waves to beta waves with the eyes closed significantly increased in the NF-P and the F-

P groups but not in由econtrol. Beta wave with eyes opened significantly decreased in F-P group more 

than that of the control. EMG significantly decreased through the activities of the NF-P (Pく0.001)and F-

P (Pく0.05)groups but not in the contro1 group. Eye b1ink rate significantly d巴din巳din F-P group more 

than in the contro1 group. The "Fatigue" score from POMS of the F-P group was significantly 10wered 

compared with the other groups. These resu1ts suggest that activities with plants promoted physiological 

re1axation and working with flowering plants had a more positive effect on human emotions than non-

flower p1ants. 
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緒言

闇芸活動が精神的な安らぎや癒しを与えることは経

験的に知られている.近年，心身の癒しゃ機能回復・発

達などに寄与し，生活の質 (QOL)の向上をはかるもの

として療法的園芸(園芸福祉)が注目されてきている

(松尾， 1998). 園芸活動がもたらす生理・心理的効果に

関する情報は，園芸活動をさらに普及するために有用で

あろう.

これまで，植物景色(Ulrichら， 1981)，庭園や森林

(藤井，1995)，観葉植物(仁科ら，1998)および花(金・藤

井， 1995)などを視野に入れたときの脳波や印象評価に

ついて様々な報告がなされている.Lohrら(1996)は観

葉植物の存在がコンピュータ作業者の血圧の上昇を抑

え，作業効率を増加させたと報告した.著者ら

(Yamaneら， 1999)は，被験者に筆記試験によるストレ

スをかけた場合，視界中に生花またはドライフラワーが

存在することによって。波の回復が促進されることを報

告した.
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一方，安川ら(2000)は高齢者施設における継続した園

芸作業による，動作の改善や対人関係の改善，さらに自

我状態の変化などの効果を報告している.また，林ら

(1999)は感情プロフィールテスト (POMS) を用いて屋

外での園芸作業による心理的効果を調査している.近年，

遠藤ら (2001)がプランターの草花を「見るJ場合と，

「育てる」場合の生理・心理的変化について報告してい

る.しかし，園芸作業の生理的効果を証明する情報はま

だ十分で、はない.

植物の与える心理・生理的評価においては，単独の指

標では被験者の反応を的確にとらえているとはいえない

(松尾， 1998).脳波やPOMSはこれまでにも指標として

用いられてきた(U1richら， 1981 ，仁科ら， 1998;藤井，

1995 : Yamaneら， 1999).眉毛のしゅう眉筋の緊張は不

安によって高まることから，臨床心理学においては，前

額部の筋電図(EMG)は心理的指標のーっとされている

(宮田， 1997). また，自発的瞬き率の増加は不快感情と

関係し，その低下は快感情と関係があるとされている

(宮田， 1997). 

本研究では，室内でのパンジーの植え替えという軽度

な園芸作業をケーススタディとして，園芸作業が人に与
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える影響を，脳波， EMG，瞬き率およびPOMSを指標

として干食言すした.

材料および方法

実験環境:実験は， 2000年11月と 12月に，宇都宮大

学の窓のない部屋(奥行き 3.2m，幅2m，高さ2.5m)で

行い，気温約22
0

C，湿度約60%RH，照明は白色蛍光灯で

テーブルの表面で約8001x (JIS照度基準作業照明の手

芸・裁縫(750~ 1500 1x)にあたる)とした.被験者の正

面の壁は白色，テーブルクロスは灰色とした(第1図). 

被験者:宇都宮大学の学生119名(男性52名，女性67

名，平均年齢21歳)を被験者とした.被験者には「大

学生の園芸作業に関する意識調査」という名目で個別に

参加してもらい，実験終了後に実験内容について他人に

語らないよう依頼した.

実験手JII買:被験者を椅子に着席させ，実験の方法を説

明した後，園芸に関する簡単なアンケートに回答しても

らった.まず 1回目のPOMSに回答してもらった後，

前額部の脳波とEMGを閉眼で 1分間，続いて開眼で 1

分間測定した.開眼時の被験者の表情をビデオカメラで

記録し，アーチファクトの混入の有無をチェックした.

次に，被験者を男女比，所属学部および年齢がなるべく

均一になるように3つの区に振り分け，①鉢に園芸培土

を詰める作業(対照区) (男性18名，女性22名)，②未
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第1図.実験室の配置(単位:m凶.
Z花fすきまたは花無しの苗を3株置いた.対照区には苗を置かなかった.

Fig. 1. Setting of the experimental room (unit:mm). 
， Three potted p阻 syplants wi出orwithout flowers were set. No potted plant 
was set for the control group. 
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開花のパンジー苗の植え替え作業(花無し苗区) (男性

17名，女性22名)または③開花したパンジーの植え替

え作業(花付き苗区) (男性17名，女性23名)，のいず

れかの作業を約10分間行ってもらった.ただし，対照

区は作業が2，3分で終了するため，他の区と時間を揃

えるために作業開始から 10分後まで着席してもらった.

苗としてピンクから赤紫まで花色の変化に富むパンジ一

品種 ‘さくらさくら， (トーホク種苗)を供試した.移

植作業は， 3.5号プラ鉢に入った花色の異なる 3株分を

用意し 1ないし2株を素焼きの6号浅鉢に植え替えて

もらった.作業後，再び脳波とEMGを開眼1分間，開

眼1分間測定した後 2回目のPOMSを行った，実験所

用時間は一人約25分間であった.

測定項目:脳波測定にはmindNAYI(目立超LSIシステ

ムズ)を用い，左前額部 (Fpl)に測定電極，額中央部に

アース電極，左耳呆部に不感電極を取り付けた.前額部

をウエットティッシュで良く拭き，その後脳波電極ベー

スト(エレフィックスZ-401CE，日本光電)を十分に塗

った.Mind NAYIにより FplでのEMGも測定した.作

業前の測定後，装置を被験者から取り外した.脳波およ

ひび、EMGデ一夕は脳波分析プログラムソフト (Mind

Sensor 11 Yer.叫4.0

に取り込み，フーリエ変換したデータを用いた.脳波は

8.0-13.0Hzの周波数帯を a波帯， 13.0-24.0Hzの周波

数帯をF波帯として，平均パワー(μY')で解析した.閉

眼時の脳波データについては α波の平均パワーをF波の
平均パワーで割り，これを a/s比と定義し，被験者の、

リラックス度の指標とすることを試みた.開眼時には g

波が抑制されることを前提に，s波の出現のみで評価し

た.脳波測定開始時と被験者の瞬きや体を動かしたとき

を除いて，それぞれ閉眼時は40秒間，開眼時は15秒間

以上の平均値を用いた.

開眼時脳波測定中に撮影したビデオを解析し，測定の

前後10秒間を除いた40秒間の瞬き回数を測定し，瞬き

率とした.

心理テストとしてPOMS(金子書房， 65項目)を使用

した.POMSの目的は，被験者の一時的な気分や感情の

状態を 6感情尺度 (r緊張一不安Jr抑うつ一落ち込み」
「怒り一敵意Jr活気一躍動感Jr疲労Jr頭の混乱J)に
分けて定量的に評価することである.結果は尺度毎に標

準化したT得点で示した.

データはソフトウエア(StatYiewYer.5.0 for Mac， SAS 

Institut巴 Inc.Cary， NC， USA)を用いて，分散分析

(ANOYA)とPLSD検定，対応 2試料 t検定および

Dunnett検定により解析した.

結果および考察

閉眼時脳波の α/s比は作業後に全ての区で増加する

傾向にあり，苗を取り扱った区においては作業前後で有



意差が認められた(第 l表).このとき α波の変化は小

さかったが(データ省略)， s波の出現量は両苗区では

有意に低下しており，日/s比の増加に寄与していた

(第 1表). 

開眼時F波出現は，対照区では作業後1.8μY'の微増

を示したのに対l，花無し苗区では3.8μY'低下し，花

付き苗区では9.4μY'有意に低下した(第2表).この

花付き苗区の変化量は，対照区に対して有意に大きかっ

た(第2表). 

苗の植え替え作業後の閉眼時および開眼時のEMGは

全ての区において作業前に比べて低下する傾向にあり，

花付き苗区では5%水準，花無し苗区においては0.1%水

準で有意に低下した(第3表).緊張度を表すといわれ

ているF波の減少量と EMGの減少量には有意な相関
(P<0.002)が認められたが(データ省略)，脳波を指標と

すると花付き苗区が最もリラックスした状態であり，

EMGを指標とすると花無し苗区が最も緊張を緩和した

ことが示唆された.

被験者の瞬き率は，対照区では平均1.2回増加した，

花付き苗区の瞬き率は有意に低下し，対照区の変化量に

比べて有意に低下した(第4表).両苗区と対照区との

第1表.移植作業前後における開眼時の脳波出現の変化.

Table 1. Changes in brain wave amplitude wi白eyesclosed before 
and after佐ansplan出 gwork.

処理区 作業前 作業後 変化量 z

α/β比

対照(鉢土入れ 0.500:1:0.015' 0.515:1:0.020 +0.016悶

花無し苗 0.490土0.013 0.520士0β14 +0.030*紳

花付き苗 0.510:1:0.015 0.544士0.015 +0.035*柿

βi皮iμVう

対照 73.8:1:2.4 74.2土3.3 +0.4悶

花無し苗 81.6土3.9 74.9士2.3 -6.7ホ

花{すき苗 73.9士2.7 6嘩A士2.4 -5.5帥*

z各区における作業前後での変化量(対応2試料t検定).
y平均値:1:SE
NS， *. *材対応2試料t検定により作業前後で有意差無し，5%，0.1%水準
で有意差あり.
'Difference befo陀組dafter work in each treatment (paired t-白st)
'Means士SE.
同，*，*** N国 SI唱nificant，significan直at0.05 or 0.001 level by pai問dt-胞st
befo問紅，da白:erw唱rk.

第2表.移植作業前後における開眼時のp波出現(μy2)の変化.
Table 2. Changes in beta ampli制de(μv

2
) with eyes opened before 

組 dafter回且spl釦tingwork.

処理区 作業前 作業後 変化量z 有意性 y

対照(鉢土入れ 91.4土4.7' 93.2土4.3 +1.8'椅

花無し苗 90.4土5.6 86.6:1:5.0 ・3.8由

花付き苗 90.7:1:5.5 81.3:1:4.4 -9.4柿

z各区における作業前後での変化量(対応2試料t検定).
y対照区に対する有意性 (Dunne性検定).克平均値:1:SE.
ベ*，帥有意差無し，5%または1%水準で有意差あり
'Diff悶 ncebefore and after work in e配h田atment(p由民dt-test) . 
'Signi白E回目vs.control by Dunnett's test. 'Means:1:SE. 
間，*，**N叫 significant， significant叫0.05or 0.01 level，間spectively

NS 

判院

聞にも有意差が認められた(データ省略).自発性瞬き

率は心的負荷が高い程増加することから，花付き苗区に

おいて心的負荷が対照区より緩和されたと考えられる.

しかし，興味のある刺激を見るときも瞬き率が低下する

とされており(宮田， 1997)，植え替え後の苗が視野に

入っていたことが瞬き率の低下に影響した可能性もあ

り，さらに検討が必要である.

POMS感情尺度は全ての処理区で低下する傾向にあっ

た(第2図).特に，花付き苗区では作業後の「緊張ー不

安J，r抑うつ一落ち込みJ，r怒り 敵意J，r疲労感」お
よび「頭の混乱Jの得点が他の区よりもより低く(デー

タ省略)， r疲労感」および「頭の混乱J(女子のみ)で
は対照区よりも有意な減少を示し， r疲労感」および
「抑うつ一落ち込みjにおいては花無し苗区との聞に有

意差が認められた(第2図).これらのことから，花付

き苗を扱う作業により気分が改善されている可能性が示

唆された.

林ら(1999)は屋外での2または6時間の園芸活動に

より「緊張J，r抑うつjなどの得点が減少し， r活気
(活動性)Jの得点が増加すると報告した.本実験におい

て， r緊張Jr疲労感」などの得点の減少が認められたも

第3表.移植作業前後における前額部のEMG(μY)の変化.

Table 3. Changes in EMG(μY) at forehead po討tionbefore and 

after佐ansplantingwork. 

処理区 作業前 作業後 変化量z

閑限時

対照(鉢土入れ) 18.4士1.ぴ 17.0:1:1.2 

花無し苗 21.8:1:1.4 17.2:1:1.0 

花付き苗 21.0士1.6 17.6:1:1.1 

開ON時

対照 19.1:!:1.6 18.6:1:2.1 

花無し首 20.4土1.2 16.6:1: 1.0 

花付き苗 20.1士1.3 17.3:1:0.7 

z各区における作業前後での変化量(対応2試料t検定).
y平均値土SE

ー1.4'聞
-4.6材申

-3.3ホ

-0.6 NS 

-3.8本車場

-2.8事

阿久*糾対応、2試料t検定により作業前後で有意差無し，5%または0.1%
水準で有意差あか
'Difference befo陀阻dafter work in each treatment. 'Means土SE.
ペヘ.*.Not significant， significant at 0.05 or 0.001 level by paired t-test 
before and after work. 

第4表.移植作業前後における瞬き率(回数/40秒間)の変化.

Table 4. Changes也eyeblinkrate (，印unts/4Ose氾)befo回 and
a加国nspl銅山gwork.

処理区 作業前 作業後 変化量z 有意性y

対照(鉢土入れ) 16.3土1.3' 17.5土1.3 +1.2悶

花無し苗 17.7土1.5 16.8土1.3 -O.9"S 

花付き苗 20.4:1:1.2 18.4士1.1 -2.0* 

z各区における作業前後での変化量(対応2試料t検定)• 
y対照区に対する有意性 (Dunnett検定)プ平均値:1:SE.
NS，*有意差無しまたは5%水準で有意差あか
z Diffe即日befo開祖da自erwork in each treatrnent (pai陪dt-test).
， Signi仕組cevs control by Dunnett'stest. 'Means:1:SE. 
NS， * Not significant or significant at 0.05 level. 

NS 

* 
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芸作業に対する生体反応を計測評価したものであり，小

浦ら (2001)の事例報告のようなQOLの向上や潜在能

力の発揮をもたらす療法的園芸活動の総合的効果の評価

は今後の課題であることを付記する.

摘要

パンジー鉢苗の植え替えという軽度な園芸作業が人に

与える影響を，脳波，筋電図(EMG)，瞬きの頻度および

心理テスト (POMS)を指標として評価した. 119名の

被験者に①鉢に土を詰める作業(対照区)，②未開花の

パンジー苗の植え替え作業(花無し苗区)，③開花した

パンジーの植え替え作業(花付き苗区)，のいずれかを

行ってもらい，作業前後での各指標の変化を測定した.

被験者の閉眼時脳波の a/s北は両苗処理区において作

業前後で有意な増加が認められ，特にF波の減少が寄与

していた.開眼時のF波出現は花付き苗区のみで作業後

有意に低下し，対照区の変化量との聞に有意差が認めら

れた.両苗区の作業後のEMGは作業前に比べて有意に

低下し，特に花無し苗区においては0.1%水準で低下し

た.瞬き率は，花付苗区において対照区に比べて有意に

減少した. POMSにおいて，花付き苗区では「疲労jの

得点が他の区よりも有意に低下した.これらのことから，

室内における短時間の園芸作業はEMGおよびF波出現

を低下させるなど生理的リラクゼーションを促進し，特

に花付きの植物を扱う作業は心理的効果も高いことが示

唆された.

謝辞被験者の皆様およびデータの解析に協力して頂

いた松島愛氏，小野寺圭氏，瀧口紘子氏および島田裕一

氏に感謝いたします.
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第2図.作業前後におけるPOMS得点の減少量.平均値+SE.
異なる文字問にはP凶 D検定により平均値間に 5%水準で有意差あり.
* t検定により平均値聞に 5%水準で有意差あり

疲労怒りー敵意 活気

問 MS感情尺度

抑うつ緊張不安

Fig. 2. Decrements of POMS scores before and after位ansplan仙沼
work. Means + SE. 

Di質問ntletters indicate significant differen田 betweenm伺nsby Fisher's 
PLSD包stat 0.05 level. 
*Si炉fic岨tat 0.051evel by t-也氏
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を与えることが報告されており(金・藤井， 1995)，本

実験のPOMSの結果では花付き苗区がより効果的に気分

を改善したことと一致する.

本実験の全処理区において実験開始時からの a/s比
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対する「実験室効果jで説明できるかもしれない.しか
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